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館内スケジュール

今月の入荷
スケジュール

〈毎週木曜〉ご当地パン入荷！
〈毎週金曜〉限定和菓子入荷！

※詳しくは、入荷カレンダー（館SNS等）をご覧ください。
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イベント詳細は
WEBでチェック!
詳細情報は日本橋とやま館
ウェブページに掲載しています。

日本橋とやま館ウェブページ https://toyamakan.jp/
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日本橋とやま館では、食、工芸、ワークショップ
などもりだくさんのイベントを開催中！
ぜひ“富山”をたっぷり感じてください。

8月の日本橋
とやま館情報

観光交流
サロン

FLOOR MAP

ショップ
フロア

トヤマテーブル

交流スペース
バーラウンジ
トヤマバー

和食レストラン
富山 はま作

和食レストラン 富山はま作

氷見うどんのサラダ仕立てと
鱒寿司セット

観光交流サロン

おすすめ富山情報

提供中 9月30日（金）迄

八尾おわら資料館（富山市）
開館時間：午前9時から午後5時（午後4時30分で受付終了）
休館日：年末年始（12月29日から1月3日）
入館料：一般 210円、高校生以下は無料

越中八尾和紙
型染花びん敷の製作体験会

富山県の伝統的工芸品に指定され
る、越中和紙（八尾和紙）を手すき
で作り続ける「桂樹舎」の型染和紙
を使って、花びん敷を制作します。

おわら風の盆
音と踊りと魅力を体感する会

「おわら風の盆」の魅力を、越中八尾おわら保
存会の方から解説いただきます。胡弓と三味線
の音色にあわせ、歌い手、踊り手の魅力を体感
いただけます。

バーラウンジ トヤマバー

「おわら娘」「風の盆恋歌」が人気の越中八尾の
「玉旭酒造」の蔵元が来館。
玉旭酒造 8月27日（土）13:00～17:00

「風の盆」「ふくく」が人気の越中八尾の「福鶴酒
造」の蔵元が来館。
福鶴酒造 8月21日（日）13：00～17：00

越中八尾蔵元来館

交流スペース・トヤマテーブル
各イベントとも日本橋とやま館HPよりお申し込みください。

※イベント最終日は18:00終了

交流スペース

販売中

ショップフロア

桂樹舎（おわら関連商品）
おわら風の盆の町、富山市八尾町で八尾和
紙を製造している「桂樹舎」の和紙製品は、
型染の柄紙と豊富な色彩から国内外からの
人気も高い商品です。この期間、おわら関連
商品を多数取り揃えています。

おわらペン立て　1,045円（税込）
おわら人形しおり　495円（税込）

富山ガラス展 ～Toyama Glass a la carte～
展示：開催中～8月7日（日）
ワークショップ：8月5日（金）～7日（日）
各日①11：00～　②13：00～　③14：30～　④16：00～　各回4名
料金：1,500円（税込）　2,500円（税込）　申込方法：日本橋とやま館HP

ガラスの街富山で制作された美しいガラス作品を展
示・販売します。何が出るかお楽しみのガチャガチャも
用意しています。ワークショップでは、とんぼ玉を使っ

たオリジナルアクセサリーやサンキャッチャーの製作が体験できます。お子様
も楽しめる企画となっていますので、夏の思い出にぜひご参加ください。

八尾おわら資料館は、八尾の伝統的な町家を
再現した建物で、おわら風の盆を紹介する資料
館です。2020年3月に全館リニューアルされ、お
わらの歴史や唄・踊り・衣装・楽器など、より一
層その魅力を感じていただけるようになりまし
た。他にも、大型スクリーンか
ら流れる映像から、輪踊りの
中にいるような臨場感あふ
れるおわらが体感できます。
詳細は…https://www.toyamashi-
kankoukyoukai.jp/?tid=101013

キリッと冷やした氷見うどんをサラダ風
に仕立て上げました。丸龍庵の鱒寿司と
一緒にお召し上がりください。

　1,530円（税込）　単品あり：1,180円（税込）

おわら風の盆の町
越中八尾フェア

おわら風の盆の町富山市八
尾町は、養蚕と和紙の製造
で栄えた風情豊かな町です。
春の曳山祭り、秋のおわら風
の盆は、県内を代表する祭り
のひとつです。今年3年ぶり

に開催される「おわら風の盆」の魅力と、八尾の特産品
をご紹介します。また、トヤマテーブルでは、おわら風
の盆の笠など、祭りを彩る品々をご紹介します。

月
8/8 ～9/4 日

おわら風の盆 踊り体験会

越中八尾おわらの踊りの名手による、楽しみ方と踊り方の体験会です。

8/27土

8/20 土

①13：00～13：45
②15：30～16：15

各回15名
参加費：無料

8/11木 祝
①13:30～14:30　
②15:30～16：30

各回6名
参加費：2,000円（税込）

14：00～15：00　参加人数：20名
参加費：1,500円（税込）※お土産付

昼の部

「おわら風の盆」の魅力を、越中八尾おわら保
存会の方から解説いただきます。胡弓と三味
線の音色にあわせ、歌い手、踊り手の魅力を体
感いただけます。

18：30～19：30　参加人数：25名
参加費：2,000円（税込）
※ウェルカムドリンク・お土産付

夜の部
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日本橋とやま館

発行元：日本橋とやま館

公式サイト

公式SNS更新中!

営
業
時
間

営業時間やイベント内容については変更となる場合が
あります。最新の情報については、日本橋とやま館の
公式サイト等でご確認願います。

ショップフロア 10:30～19:30
和食レストラン 11:30～14:30
 17:00～22:30（日・祝～21:00）

バーラウンジ 11:00～21:00
年中無休（年末年始、ビル施設点検日等を除く）

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町1-2-6
日本橋大栄ビル1階

ショップフロア（物販） 03-3516-3020
和食レストラン「富山はま作」 03-3516-3011
その他（イベント等） 03-6262-2723

電車でのアクセス

バスでのアクセス

東京メトロ
銀座線・半蔵門線「三越前」駅：B5出口より徒歩すぐ
銀座線・東西線「日本橋」駅：B9出口より徒歩3分

都営地下鉄
浅草線「日本橋」駅：B9出口より徒歩3分

JR
総武本線「新日本橋」駅より徒歩8分
「東京」駅より徒歩8分

メトロリンク日本橋（無料巡回バス）
「地下鉄三越前」駅下車 徒歩1分
※東京駅八重洲口「第二鉄鋼ビル」よりご利用いただけます。

facebook
＠toyamakan.jp

Instagram
＠toyamakan

日本橋とやま館

公式サイト更新中！
さまざまな情報を発信しています。
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1740年代から続
く八尾の春の祭
礼行事「曳山祭」
は生糸、養蚕、和
紙等の生産と取
引で栄えた八尾
商人の繁栄を象
徴するお祭りで
す。八尾曳山展示館では、雅やかな曳山囃
子とともに常時３台の曳山を鑑賞すること
ができます。曳山は高さ7.５m、重さ約４t
の二重構造で、井波の彫刻、城端の漆工、
高岡の彫金など当時の名工の技が惜しげ
もなく施され、見応え十分。
【お問合せ】越中八尾観光協会　076-454-5138

八尾の繁栄を象徴する
豪華な曳山が
常時鑑賞できる
「八尾曳山展示館」

八尾の市街地を流れる井田川沿
いから眺めると、整然と高く積み
上げられた石垣とその上に軒と
軒がひしめくように立ち並ぶ町
並みを見ることができます。高さ
約30ｍの石垣の坂道を上ると、ゆったりとした時間が流れ
る古き良き日本の街並みがお出迎え。最南部に位置する諏
訪町には石畳の道が舗装され、その雅趣に富む街並みから
「日本の道百選」にも選ばれています。

「日本の道百選」にも選ばれた
坂のまち八尾の懐かしい街並み

#02越中八尾の
魅力

#03越中八尾の
魅力

おわら節の起源は元禄15年（1702）、加賀藩から下された「町建御墨付」を八尾の町衆が町の開祖・米屋少兵衛
から取り戻した祝いに三日三晩歌舞音曲無礼講の賑わいで練り歩いたことが始まりとされており、やがて二百十
日の風の厄日に風神鎮祭を願う「風の盆」と称する祭りに変化したと言われています。時代とともに進化してきた
おわらですが、特徴は哀調の音色を奏でる胡弓、その音色に合わせて踊る優美な舞。この地でしか味わえないそ
の幻想的な風景をたたえ、「日本で一番美しいお祭り」と称する人もいるほどです。

300年を超える歴史を誇る
幻想的なお祭り

#01越中
八尾の
魅力

昭和４年に発足した「越中八尾おわら保存会」。音楽祭や

万博など国内外の催しにも招聘されてきた背景には町民

の皆さんが練習と研鑽を重ねてきた事実があります。

「通りがかった町の人が足を止めて、踊り子さんに声をかけていらっしゃ

いました。この冊子の撮影と分かると、皆さん誇らしげで、おわらが地域

の方々に愛されていることを実感しました。（フォトグラファー：大木賢）」

［ 表紙の紹介 ］「越中八尾おわら保存会」にて


